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平成１９年度岐阜県における公共事業の再評価結果について 
～公共事業の効率的な執行と透明性の一層の向上を目指して～ 

 
岐阜県では、公共事業の効率的な執行とその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、公共

事業の再評価システムを導入しております。 
このシステムは、事業主体が、事業採択後一定期間を経過して未着工の事業や、事業採択後長

期間経過しても継続中の事業等について再評価を行い、必要に応じて事業の見直しや今後の対応

方針の検討を行うものです。なお、事業主体は、事業の見直しや今後の対応方針を決定するにあ

たっては、学識経験者や県民の代表で構成された第三者機関である「岐阜県事業評価監視委員会」

の意見を聞き、その意見を尊重することになっています。 
この度、平成１９年度第３回委員会から第５回委員会にかけて審議された、県事業、市町村等

事業合わせて１９事業に対し委員会から意見書が出されましたので、岐阜県及び関係市町村等で

は、委員会から出された意見書の内容を踏まえ、事業の対応方針を次のとおり決定しました。 
 
 Ⅰ 再評価の結果（概要）  
１ 再評価を実施した箇所数 

○ 県 事 業  １２箇所     農政部所管       ３箇所 

林政部所管       １箇所 

県土整備部所管     ８箇所 

○ 市町村等事業   ７箇所 

○ 合    計  １９箇所 

○ 事業別内訳 

県 事 業 市町村等事業 
区         分 

国庫補助事業 県単独事業 国庫補助事業 

合 計 

道 路 事 業  ５    ５ 

河 川 事 業  ３＊  １  ４ 

街 路 事 業   １  １ 

下 水 道 事 業   ４  ４ 

農業農村整備事業  １ ２   ３ 

林 道 事 業  １  １  ２ 

合     計 １０ ２ ７ １９ 

 

＊河川整備事業の報告（３圏域） 
岐阜県事業評価監視委員会運営要領第２の４に基づく河川整備計画策定による報告 

【岐阜県事業評価監視委員会運営要領（抜粋）】 

第２ 委員会の会議の運営に関する事項  

４ 河川整備計画の策定・変更の手続きによる場合の取扱 

河川事業、ダム事業については、河川整備計画の策定・変更の際、学識経験者等か

ら構成される委員会等（以下「流域委員会等」という。）が設置されている場合は、

本委員会に代えて、当該流域委員会等において審議を行うものとし、その審議結果

について、本委員会に報告するものとする。 

 



２ 再評価を実施した理由 

理          由 事業数 

事業採択後一定期間（１０年）を経過して継続中の事業 １１ 

前回の再評価後５年を経過して継続中の事業  ５ 

３ 再評価の視点 
（１）事業の進捗状況 
（２）事業を巡る社会経済情勢等の変化 
（３）事業採択時の費用対効果分析の要因の変化 
（４）コスト縮減や代替案立案等の可能性 

４ 再評価の実施結果 
対応方針 県 事 業 市町村事業 計 
中    止 ０ ０  ０ 
見直して継続 ０ ０  ０ 
継    続 ９ ７ １６ 
合  計 ９ ７ １６ 

 
Ⅱ 再評価審議結果と回答 
審議の結果は次のとおり「意見書」としてまとめられ、岐阜県知事に建議されました。 
１ 総括意見・回答 
審議した、１６事業の再評価及び再々評価は適正に実施されていることを確認し、事業主体

の対応方針（原案）を了承する。また、報告をうけた３圏域についても了承する。 
 
 

再評価及び再々評価を行った１６事業について「継続」します。また、報告した３圏域につ

いても「継続」します。 
 
２ 事業別意見・回答 
○ 林道事業 
① 事業実施による便益として、観光・交流による便益を計上する場合としない場合があ

ることから、便益算出方法を十分に整理する必要がある。 
なお、観光・交流による便益を計上する場合には、林道事業として事業を実施する理

由と、事業が森林・林業へ与える影響（便益）を整理すること。 
② 自然環境を適正に保全するため、濁水等の発生の原因となる恐れのある林道について

は改修・改良を行うこと。 

 

① 林道事業は、効率的な森林施業のためだけでなく、災害時の迂回路や中山間地域にお

ける定住環境の改善という役割も担っています。 

このため、事業地域の状況によっては観光・交流や中山間地域の定住環境の改善等に

よる便益が効率的な森林施業のための便益を上回ることもあります。 

また全ての便益について算出をしますが、便益の種類によっては数値（効果）が出な

いこともあります。 

従って、便益の算出にあたっては林道本来の目的である森林施業のための事業と言う点

を最優先にするのは当然としつつ、路線によって併せ持つその他の便益も考慮し、事業

実施する理由を明確にするよう努めます。 

② 林道開設時には濁水等の発生原因とならないよう法面の早期緑化等、自然環境に配慮

した事業実施に努めます。 
また、濁水等の発生の原因となっている林道については、改修・改良等を行い自然環境

の保全に努めるよう、管理主体へ指導していきます。 
 

○ 審議事業：別添「再評価結果（詳細）について」のとおり。 
○ 委員会開催状況等：別添「平成１９年度岐阜県事業評価監視委員会開催状況等について」のとおり。 
○ 委員構成：別添「岐阜県事業評価監視委員会委員名簿」のとおり。 
○ 公  表：委員会の会議は傍聴することが出来ます。 

また、委員会終了後、審議結果を記者クラブへ資料提供しています。 



再評価実施結果（詳細）について 
岐阜県及び関係市町村等は、前記の岐阜県事業評価監視委員会から出された意見等を踏まえ、

各事業の対応方針を次のとおり決定しました。 
なお、委員会から、対応方針（原案）に対する意見のほか、事業の進め方等についての意見も

出されており、これについても次のとおり対応します。 
 
１ 総 括 
◇ 意  見： 審議した、１６事業の再評価及び再々評価は適正に実施されていることを

確認し、事業主体の対応方針（原案）を了承する。また、報告をうけた３圏

域についても了承する。 
◆ 対応方針： 再評価及び再々評価を行った１６事業について「継続」します。また、報

告した３圏域についても「継続」します。 
 
２ 事業別 
（１）再評価事業 
● 道路事業〔道路建設課所管分〕 県事業（５箇所） 

事  業  名 路線名 
箇所名 

（市町村名） 
採択 
年度 

完成 
年度 

対応 
方針 

＜補助事業＞      
地域連携推進事業 
（道路改築事業） 

国道418号 
（
まるやま

丸山ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 
八百津町～ 

恵那市 Ｈ ５ Ｈ２８ 継続 

地域連携推進事業 
（道路改築事業） 

国道256号 
（ﾀﾗｶﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ） 

関市～ 
郡上市 Ｈ１０ Ｈ２０ 継続 

地方道路臨時交付金事業 
（地方道路整備臨時交付金） 

（主）岐阜美濃線 
（小島山

こじまや ま

・番場山
ばんばや ま

） 岐阜市 Ｈ１０ Ｈ２３ 継続 

住宅市街地基盤整備事業 
（一）肥田下石線 
（
と き つ

土岐津） 
多治見市～ 

土岐市 Ｈ１０ Ｈ２３ 継続 

地方道路臨時交付金事業 
（地方道路整備臨時交付金） 

（一）肥田下石線 
（

お ろ し

下石） 土岐市 Ｈ１０ Ｈ２８ 継続 

 

● 河川事業〔河川課所管分〕 市町村事業（１箇所） 

事  業  名 河川名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞      

総合流域防災事業 西出川
にしでがわ

 岐阜市 Ｈ ５ Ｈ２５ 継続 
 

● 街路事業〔街路公園課所管分〕 組合事業（１箇所） 

事  業  名 地区名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞      

土地区画整理事業・主要地方道路整備事業 鷺山
さぎやま

・下土居
しもつち い

地区 岐阜市 Ｈ１０ Ｈ２３ 継続 
 

● 下水道事業〔下水道課所管分〕 市町村事業（４箇所） 

事  業  名 処理区名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞ 

公共下水道事業 北西部
ほくせいぶ

処理区 岐阜市 Ｈ１０ Ｈ４２ 継続 

〃 船津
ふな つ

処理区 飛騨市 Ｈ１０ Ｈ２７ 継続 

特定環境保全公共下水道事業 本巣
も と す

処理区 本巣市 Ｈ１０ Ｈ２７ 継続 

〃 美並
みな み

中央
ちゅうおう

処理区 郡上市 Ｈ１０ Ｈ２８ 継続 



 
● 農業農村整備事業〔農地整備課所管分〕 県事業（３箇所） 

事  業  名 路線名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞      

県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 神岡
かみおか

 飛騨市 Ｈ ８ Ｈ２０ 継続 
＜県単独事業＞      
県営市町村合併支援農道整備事業 大峠

おおとうげ

 郡上市 Ｈ１４ Ｈ２２ 継続 

県営ふるさと農道緊急整備事業 岐阜
ぎ ふ

・関
せき

 岐阜市・関市 Ｈ１４ Ｈ２２ 継続 

 
● 林道事業〔森林整備課所管分〕 県事業（１箇所） 

事  業  名 路線名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞      

森林環境保全整備事業 坂本
さかもと

～弓
ゆ

掛
がけ

 下呂市 Ｈ ９ Ｈ２５ 継続 

市町村事業（１箇所） 

事  業  名 路線名 
箇所名 

（市町村名） 

採択 

年度 

完成 

年度 

対応 

方針 

＜補助事業＞      

森林居住環境整備事業 奥
おく

板山
いたやま

～真寄勢
ま よ せ

 関市 Ｈ ６ Ｈ２４ 継続 

① 事業実施による便益として、観光・交流による便益を計上する場合
としない場合があることから、便益算出方法を十分に整理する必要が
ある。 
なお、観光・交流による便益を計上する場合には、林道事業として
事業を実施する理由と、事業が森林・林業へ与える影響（便益）を整
理すること。 

◇ 意  見 

② 自然環境を適正に保全するため、濁水等の発生の原因となる恐れのあ
る林道については改修・改良を行うこと。 

① 林道事業は、効率的な森林施業のためだけでなく、災害時の迂回路や
中山間地域における定住環境の改善という役割も担っています。 
このため、事業地域の状況によっては観光・交流や中山間地域の定住
環境の改善等による便益が効率的な森林施業のための便益を上回ること
もあります。 
また全ての便益について算出をしますが、便益の種類によっては数値
（効果）が出ないこともあります。 
従って、便益の算出にあたっては林道本来の目的である森林施業のた
めの事業と言う点を最優先にするのは当然としつつ、路線によって併せ
持つその他の便益も考慮し、事業実施する理由を明確にするよう努めま
す。 

◇ 対応方針 

② 林道開設時には濁水等の発生原因とならないよう法面の早期緑化
等、自然環境に配慮した事業実施に努めます。 
また、濁水等の発生の原因となっている林道については、改修・改良
等を行い自然環境の保全に努めるよう、管理主体へ指導していきます。 

 
（２）報告事項 

 
● 河川事業〔河川課所管分〕 県事業（３圏域） 

事  業  名 圏域名 報告理由 

広域基幹河川改修事業他 長良川
ながらがわ

圏域 河川整備計画の策定 

広域基幹河川改修事業他 宮川
みやがわ

圏域 河川整備計画の策定 

広域基幹河川改修事業他 伊自良
い じ ら

川
がわ

圏域 河川整備計画の策定 

 



平成１９年度岐阜県事業評価監視委員会開催状況等について 
１ 委員会の構成 

○ 委 員 数  １３名 

○ 委 員 長  河村
こうむら

三郎
さぶろう

 岐阜大学名誉教授 

○ 委員構成    学識経験者  ３名 

                       経済界関係    ４名 

                       地方自治関係    ２名 

                       公    募    １名 

                       そ の 他    ３名 

 

２ 委員会の審議方法 

（１）各事業の目的、現状及び再評価の視点を説明（事業主体） 

（２）再評価実施箇所の現地調査 

（３）審議、質疑応答 

（４）意見、提案等 

 

３ 委員会の開催状況（審議経過） 

（１）第１回委員会 

① 日  時：平成１９年４月２７日（金） １３：３０～１５：１０ 

② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 

③ 議事内容：○ 再評価実施事業の概要説明 

○ 現地調査箇所の選定等 

（２）第２回委員会【現地調査】 

① 日  時：平成１９年５月１８日(金) １０：００～１５：３０ 

② 調査箇所 

・道路改築事業 岐阜環状線（ぎふかんじょうせん） 

・公共床上浸水対策特別緊急事業 長良川（ながらがわ） 

・県営ふるさと農道緊急整備事業 岐阜・関（ぎふ・せき） 

・特定環境保全公共下水道 本巣処理区（もとすしょりく） 

・土地区画整理事業、緊急地方道路整備事業 鷺山・下土居地区（さぎやま・しもつちいちく） 

（３）第３回委員会 

① 日  時：平成１９年６月１４日（木）１３：１５～１５：３０ 

② 場  所：全建総連厚生会館（４階）大会議室 

③ 議事内容：○  再評価実施個所詳細審議 

道路事業       ３箇所 

農業農村整備事業  ３箇所 

（４）第４回委員会 

① 日  時：平成１９年７月１９日（木）１３：１５～１５：００ 

② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 

③ 議事内容：○ 再評価実施箇所詳細審議 

道路事業      ２箇所 

林道事業      １箇所 

河川事業      ３圏域（報告） 

（５）第５回委員会 

① 日  時：平成１９年８月９日（木）１３：１５～１５：４５ 

② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 

③ 議事内容：○ 再評価実施箇所詳細審議（事業主体：市町村等） 

林道事業      １箇所 

河川事業      １箇所 

街路事業      １箇所 

下水道事業     ４箇所 
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平成19年度第6回岐阜県事業評価監視委員会において審議した事業の評価結果について 

～公共事業の効率的な執行と透明性の一層の向上を目指して～ 
 

 岐阜県では、公共事業の効率的な執行とその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、事業

採択後一定期間を経過して未着工の事業や、事業採択後長期間経過しても継続中の事業等につい

て、見直しや今後の対応方針の検討などを行う再評価システムと、完了した事業の事業効果、環

境影響などの実績の確認を行い、必要な改善策を検討するとともに、評価結果を同種事業の計画

などに反映する事後評価システムを導入しています。 
 なお、事業主体は、再評価及び事後評価の結果を決定するにあたっては、学識経験者を始め県民

の代表者で構成する「岐阜県事業評価監視委員会」の意見を聞き、その意見を尊重することとし

ています。 
 この度、平成20年1月18日に開催された第６回岐阜県事業評価監視委員会で審議した、岐阜市長

から審議依頼のあった再評価１箇所と、県の事後評価６箇所についてご意見を頂きましたので、

委員会のご意見を踏まえ、事業主体としての対応方針を決定しました。 

 
Ⅰ 評価の結果（概要）  
  １ 審議箇所について 

再 評 価： 岐阜市 １箇所 

事後評価： 県事業 ６箇所  

 

 

 

  ２ 審議実施理由について 
再 評 価： 岐阜市の事業については、事業採択後１０年を経過して継続中の事業であった

ため、岐阜市が、国の再評価要領に基づき再評価を実施し、委員会での審議を

申請しました。 

事後評価： 県の大規模な公共事業は、事業完了後（暫定供用後を含む）１年間を経過し

た時点で事後評価を行います。なお、砂防事業等、事業の効果が現れるまで期

間を要する事業については５年経過後に評価することとしています。 

今回審議した６箇所は、本年度の事後評価対象事業の中から、第１回委員会

で選定したものです。 

 
  ３ 評価の視点 
 

 

 

 

 

 

再評価 事後評価 

① 事業の進捗状況 
② 事業を巡る社会経済情勢等の変化 
③ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化 
④ コスト縮減や代替案立案等の可能性 
 

① 住民の参加・協働による効果 
② 事業効果 
③ 環境面への配慮 
④ 事業を巡る社会情勢等の変化 
⑤ 利用者・地域住民等への効果 
⑥ 今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性 

農 政 部 所 管 １箇所 
林 政 部 所 管 ２箇所 
県土整備部所管 ２箇所 
都市建築部所管 １箇所 



 
 
 
 
 
 

 

 

Ⅱ 審議結果と回答 
岐阜県事業評価監視委員会から、審議した再評価、事後評価が適正に実施されていること

を確認し、県及び岐阜市の対応方針（原案）を了承する旨の「意見書」が知事に、平成20

年3月4日に提出されました。 

このため、知事及び岐阜市長は、この「意見書」の意見を尊重し対応方針を決定しました。 

再 評 価： 岐阜市 １箇所 → 別紙１のとおり 

事後評価： 県事業 ６箇所 → 別紙２のとおり 

なお、意見書では、事業の実施に当たっては、下記について留意・検討するよう附帯意

見を頂きましたので、附帯意見に対する回答を併せて決定しました。 

 
附帯意見・回答 
○ 地方道路整備臨時交付金事業 水野町

みずのまち

線（再評価） 
当該事業は、県都岐阜市の中心市街地活性化に寄与する事業であり、事業効果

の早期発現が望まれている。本事業に関連する他の施策と連携し事業を早期に完

成させて頂きたい。 
 
 

当該事業は、岐阜駅周辺地区の交通処理と中心市街地の活性化に必要な事業で

あるため、駅前広場整備や再開発などの事業と連携して、早期に完成できるよう

計画的な用地取得を行い、事業推進を図ってまいります。 
 

○ 林道事業全般（事後評価） 
今後も林道整備にあたっては、林道の目的をふまえ、費用対効果に留意しなが

ら、過大な規格・構造とならぬよう留意されたい。 

また、森林資源が有効に活用されるように努められたい。 

 

 

今後とも林道整備にあたっては、林道の目的を踏まえ、過大な規格・構造とな

らないよう努めます。 

 また森林の整備ならびに木材の伐採・搬出の効率性を高め森林資源の有効活用

に資する林道整備に努めます。 

○ 審 議 事 業 ：別添１，２のとおり。 
○ 委員会開催状況等：別添「平成19年度岐阜県事業評価監視委員会開催状況等について」のとおり 

○ 委 員 構 成：別添「岐阜県事業評価監視委員会委員名簿」のとおり。 

○ 公     表：委員会の会議は傍聴することが出来ます。また、委員会開催前及び開催後に、

記者クラブへ資料提供しています。 



別紙１

再評価評価対応方針（事業主体：岐阜市）

路線名 事業地 事業採択年度 事業完了予定年度 対応方針

水野町線
みずのまちせん

岐阜市加納 Ｈ１０ Ｈ３０ 事業継続

附帯意見に対する回答

　当該事業は、岐阜駅周辺地区の交通処理と中心市街地の活性化に必要な事業で
あるため、駅前広場整備や再開発などの事業と連携して、早期に完成できるよう
計画的な用地取得を行い、事業推進を図ってまいります。

回答

地方道路整備臨時交付金事業

事　　　　　業　　　　　名

　当該事業は、県都岐阜市の中心市街地活性化に寄与する事業であり、事業
効果の早期発現が望まれている。本事業に関連する他の施策と連携し事業を
早期に完成させて頂きたい。

意　見 

別紙１



別紙２

事後評価対応方針(事業主体：岐阜県)

事　業　名 地　区　名
完成
年度

担当課 事業地
 今後の評価
 の必要性

当該事業の改善点 同種事業への改善点

湛水防除事業 福束
ふくづか

Ｈ13 農地整備課 輪之内町 必要なし 特になし
 幅広い範囲の地域住民と対話した計画づく
りと、住民に分かりやすく積極的な事業ＰＲ
を実施していく。

ふるさと林道
　　　　緊急整備事業 神原～数河

かんばら～すごう
Ｈ17 森林整備課 飛騨市 必要なし

・既設作業道との接続が図られ
るよう努める。
・案内看板やさらなる安全施設
の設置を求める意見が地元から
あり今後検討する。

・周辺環境に配慮した計画・施工に努める。
・多くの住民の意見を取り入れた計画づくり
に努める。
・林道から延伸する作業道等を開設しやすい
構造、線形とする。

水源地域緊急整備事業 駄吉
だよし

Ｈ14 治山課 高山市 必要なし 特になし

 今後、事業の地元説明会の際、単に事業内
容の説明にとどまらず、森林の役割・重要性
に関する普及啓発を積極的に行い、森林の適
正管理の必要性について理解を深めていくよ
う努める。

道路改築事業
（主）

岐阜環状線
Ｈ17 道路建設課 岐阜市 必要なし

 国道１５６号との合流箇所の
改善（平成20年3月：国道１５
６号の4車線化により改善され
た。）

 事業の計画段階から地域住民の方々の意見
聴取の場を設け、計画に反映する事が必要。

公共　特定緊急砂防事
業 平沢谷

ひらさわだに
Ｈ14 砂防課 高山市 必要なし 特になし

 砂防事業の効果とともに、施設が完成した
としても異常豪雨時には土砂災害の危険性が
あることを周知し、災害時の早期避難の必要
性の認識を継続的に図る。施設の効果を継続
的に維持するため住民から情報を得ながら、
適切な維持管理を行う。

公共街路事業、緊急地
方道路整備事業、地方
特定道路整備事業

（都）

大垣駅北口線
Ｈ17 街路公園課 大垣市 必要なし 特になし 特になし

附帯意見に対する回答
事　業　名

林道事業全般

回　答

 今後とも林道整備にあたっては、林道の目的を踏まえ、過大な規格・構造と
ならないよう努めます。
 また森林の整備ならびに木材の伐採・搬出の効率性を高め森林資源の有効活
用に資する林道整備に努めます。

　今後も林道整備にあたっては、林道の目的をふまえ、費用
対効果に留意しながら、過大な規格・構造とならぬよう留意
されたい。
　また、森林資源が有効に活用されるように努められたい。

意　見 

別紙２



平成１９年度岐阜県事業評価監視委員会開催状況等について 
１ 委員会の構成 

○ 委 員 数  １３名 

○ 委 員 長  河村
こうむら

三郎
さぶろう

 岐阜大学名誉教授 
○ 委員構成    学識経験者  ３名 

                       経済界関係    ４名 
                       有  識  者    ３名 
                       地方自治関係    ２名 
                       公    募    １名  計１３名 
 
２ 委員会の審議方法 
（１）各事業の目的、現状及び再評価の視点を説明（事業主体） 
（２）再評価実施箇所の現地調査 
（３）審議、質疑応答 
（４）意見、提案等 

 
３ 委員会の開催状況（審議経過） 
（１）第１回委員会 
① 日  時：平成１９年４月２７日（金） １３：３０～１５：１０ 
② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 
③ 議事内容：○ 再評価実施事業の概要説明 

○ 現地調査箇所の選定等 
（２）第２回委員会【現地調査】 
① 日  時：平成１９年５月１８日(金) １０：００～１５：３０ 
② 調査箇所 
・道路改築事業 岐阜環状線（ぎふかんじょうせん） 
・公共床上浸水対策特別緊急事業 長良川（ながらがわ） 
・県営ふるさと農道緊急整備事業 岐阜・関（ぎふ・せき） 
・特定環境保全公共下水道 本巣処理区（もとすしょりく） 
・土地区画整理事業、緊急地方道路整備事業 鷺山・下土居地区（さぎやま・しもつちいちく） 

（３）第３回委員会 
① 日  時：平成１９年６月１４日（木）１３：１５～１５：３０ 
② 場  所：全建総連厚生会館（４階）大会議室 
③ 議事内容：○  再評価実施個所詳細審議 

道路事業       ３箇所 
農業農村整備事業  ３箇所 

（４）第４回委員会 
① 日  時：平成１９年７月１９日（木）１３：１５～１５：００ 
② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 
③ 議事内容：○ 再評価実施箇所詳細審議 

道路事業      ２箇所 
林道事業      １箇所 
河川事業      ３圏域（報告） 

（５）第５回委員会 
① 日  時：平成１９年８月９日（木）１３：１５～１５：４５ 
② 場  所：全建総連厚生会館（５階）大会議室 
③ 議事内容：○ 再評価実施箇所詳細審議（事業主体：市町村等） 

林道事業      １箇所 
河川事業      １箇所 
街路事業      １箇所 
下水道事業     ４箇所 

（６）第６回委員会 
① 日  時：平成２０年１月１８日（金）１３：１５～１６：４５ 
② 場  所：県庁（７階）南１会議室 
③ 議事内容：○ 再評価実施箇所詳細審議（事業主体：岐阜市） 

街路事業      １箇所 
○ 事後評価実施箇所詳細審議（事業主体：県） 

農業農村整備事業  １箇所 
林道事業      １箇所 
治山事業      １箇所 
道路事業      １箇所 
砂防事業      １箇所 
街路事業      １箇所 




